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鳥取県立むきばんだ史跡公園 高尾浩司

湖山池南岸の遺跡と歴史Ⅱ

2019.5.18（土） 鳥取まいぶん講座 第２回

古墳時代（1800～1300年前）の湖山池南岸地域
※第１回講座資料より

地理分類図「鳥取北部・鳥取南部」（1976）・国土地理院基盤地図情報を使用
海の範囲は村田泰輔「鳥取平野の形成過程と人間活動」『鳥取県埋蔵文化財センター研究紀要４』（2014）を元に作図

湖山池周辺の
地形変遷

（古代～中世）

村田泰輔2014「鳥取平野の形成過程と人間活動」
『鳥取県埋蔵文化財センター研究紀要４』

（水依評）７世紀中頃
「評」は国造のクニを分割・再編しながら７世紀中頃に全国的に実施？
『因幡国伊福部臣古志』646（大化２）年に水依評設置？の記述
高草評 ７世紀後半
『因幡国伊福部臣古志』 658年に「（始壊水依評、）作高草評」の記述
奈良県石神遺跡（明日香村）出土荷札木簡「高草評野□〔岬カ〕五十戸」
高草郡 ８世紀初
大宝律令（701年制定、国郡里制（715年～国郡郷））により高草郡設置郡内
８郷：神戸、倭文(しとり)、味野、古海、能美、布勢、野坂、刑部

（郡家）

古代の湖山池南岸地域①
～歴史的背景（古代）～

古代の湖山池南岸地域：因幡国高草郡
良田平田遺跡

古墳時代前期末～後期の集落
古代の官衙関連施設（７世紀末～10世紀）

文字関係資料（木簡・墨書土器・硯）、木製祭祀具（人形・馬形）、
役人の腰帯飾、手工業生産関連遺物（鉄・紡織・漆等）

中世以降の水田

古代の湖山池南岸地域①
～良田地区の発掘調査成果～

湖山第１
遺跡

岩吉遺跡
湖山第２遺跡

高住牛輪谷遺跡

高住宮ノ谷遺跡

松原田中遺跡
大桷遺跡

良田平田遺跡 東桂見遺跡
松原古墳群 主な古墳群 高住平田遺跡

鳥取西道路建設に伴う発掘調査（平成20～27年度）
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７世紀末～８世紀の状況 平安時代（９～10世紀前半）の状況
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墨書土器 「門」「門＋○」

墨書土器
「家」
「下内・大内」
「荒田大内」
「髙郡」「庄」

墨書土器 「馬津」
「舩」
「中□／□□〔深縁カ〕」

高住平田遺跡出土墨書土器、
銅印、刀装具

「
深
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深
縁
」

高住宮ノ谷遺跡出土
墨書土器

「
深
縁
」
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髙
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」

高住宮ノ谷遺跡出土
漆書記号・漆付着土器
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大桷遺跡

縄文時代後期～弥生時代中期の流路等
古墳時代前期～中期の集落、流路（木製祭祀具、ウマの犠牲）
古代の屋敷地、流路、耕作地（水田・畠）

→掘立柱建物群（９世紀前半）、流路（８～11世紀）、耕作地
銅製帯金具、銅銭（和同開珎）、木簡（付札・荷札・呪符）、
墨書土器、大量の木製祭祀具（人形・馬形・斎串）

中世の耕作地（水田）

古代の湖山池南岸地域②
～大桷地区の発掘調査成果～

古代の湖山池南岸地域②
～歴史的背景（古代）その２～

東大寺領高庭莊の成立と荒廃

①成立
天平勝宝８（756）年、東大寺野占使僧慶俊らが国司と在地の豪族・国造難磐の
協力をえて占定した勅施入地に発する。
その地積は67町9反余であったが、見開地が3町9反余存在。

②売却
延暦20 （801）年に至り、東大寺三綱は55町1反余を代価4000束で参議
藤原縄主に売却。
延暦22（803年）には12町8反余が代価1000束で因幡国司藤原藤嗣に売却。

③荒廃
９世紀中頃以降、東大寺は荒田復旧・寺田回復運動をたびたび起こすが、
いずれも成功せず、10世紀末には「悉く荒廃」と記される（東南院文書）。

８世紀～９世紀前半の状況
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絵馬
「
黒
小

白
□
」

○手綱、轡（くつわ）、
面繋（おもがい）を装着

○前後の右脚を挙げた姿勢
（側対歩（そくたいほ））

○墨書「黒」「白」は馬の毛色？

武器形
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郡家別院？

実測図出展：㈶鳥取市教育福祉振興会1997『岩吉遺跡Ⅳ』

←大野哲二2018より

桂見地内に残る“倉見”地名
…『東南院文書』「東大寺三網牒」、

「因幡国東大寺田勘文」等に
高草郡「倉見葦原」「倉見地」
→高庭荘との関連

↑大野哲二2018より

中
世
の
湖
山
池
と

布
勢
天
神
山
城

まとめ
～湖山池南岸の遺跡と歴史Ⅱ～

○湖山池
天然の良港であり、湖山池を活かした水運を掌握することが
地域支配を進めるうえで肝要
〈古代〉
津、河川、馬、道路

〈中世〉
守護所、港町、寺社、門前町




